
（公営企業会計決算）

１.  令和７年度に総務省が調査した「令和６年度地方公営企業決算状況調査」を基礎に編集

　 したものである。

２.  令和７年３月31日現在における決算状況である。
３.  用語の説明
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＝
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＝
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実質赤字額
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（ 法 適 用 企 業 ）

※不良債務：流動負債－建設改良費等

の財源に充てた企業債・長期借入金

－ＰＦＩ法に基づく事業に係る建設

事業費等のリース債務－（流動資産

－翌年度繰越財源）

※自己資本：資本金＋

剰余金＋評価差額等

＋繰延収益


